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(57)【要約】
【課題】
　構造が簡単で、組み立て易く、安価に製造できる引戸
用鎌錠を提供する。
【解決手段】
　引戸用鎌錠１は、後部２ａが開放されたケース本体２
と、ケース本体２内に回動軸６６により回動可能に設け
られた鎌体３０と、鎌体３０の鎌部４０を非係止位置と
係止位置で位置決めする弾性部材７０と、鎌体３０に形
成された操作片６１とからなる。鎌体３０は、ケース本
体２の後部２ａから差し込んで、ケース本体２の右及び
左側壁５，６側の軸受け部５ａ，６ａに回動軸６６の両
側を取り付けてケース本体２に設けられている。
【選択図】　　　　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　後部が開放されたケース本体と、
　ケース本体の前壁に形成された前開口と、
　ケース本体内に回動軸により回動可能に設けられ、鎌部が前壁の前開口を介して非係止
位置と係止位置に移動可能な鎌体と、
　ケース本体内に設けられ、前記鎌体の鎌部を非係止位置と係止位置で位置決めする弾性
部材と、
　前記鎌体に設けられ、ケース本体の開放された後部から突出し、前記鎌部を弾性部材の
弾性に抗して非係止位置から係止位置及び係止位置から非係止位置に移動させる操作片と
からなり、
　ケース本体の右及び左側壁側には、前記鎌体の回動軸の両側を回動可能に軸受けする軸
受け部が形成され、
　前記鎌体は、ケース本体の後部から差し込んで、ケース本体の前記軸受け部に回動軸の
両側を取り付けてケース本体に設けられていることを特徴とする引戸用鎌錠。
【請求項２】
　前記鎌体には、前記回動軸を挿通する挿通孔が形成され、
　前記軸受け部は、ケース本体の右及び左側壁側に形成された軸受け孔であって、
　前記鎌体は、ケース本体の後部から差し込んで、ケース本体の前記軸受け孔と鎌体の挿
通孔に回動軸を挿通してケース本体に設けられていることを特徴とする請求項１記載の引
戸用鎌錠。
【請求項３】
　前記軸受け部は、ケース本体の右及び左側壁側に形成された軸受け凹部であって、
　前記鎌体は、ケース本体の後部から差し込んで、ケース本体の前記軸受け凹部に回動軸
の両側を挿設してケース本体に設けられていることを特徴とする請求項１記載の引戸用鎌
錠。
【請求項４】
　前記ケース本体は、合成樹脂により一体成形されていることを特徴とする請求項１、２
又は３記載の引戸用鎌錠。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、引戸に取り付けられ、引戸の閉塞時に鎌部を突出させて取付枠の受け具に係
合させ、引戸の開放を規制する引戸用鎌錠に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の引戸用鎌錠は、左側面が開放された矩形状のケース本体と、ケース本体の開放さ
れた左側面に着脱可能に取り付けられ、開放された左側面を塞ぐ左側壁部材と、ケース本
体の前壁に形成された前開口と、ケース本体の右側壁に固定された支軸に回動可能に設け
られ、鎌部が非係止位置と係止位置に移動可能な鎌体と、前記鎌体の鎌部を非係止位置と
係止位置で位置決めする弾性部材と、前記右側壁に設けられ、前記鎌部を弾性部材の弾性
に抗して非係止位置から係止位置及び係止位置から非係止位置に移動させる操作部材とか
らなる。（例えば、特許文献１）。この従来の引戸用鎌錠は、ケース本体の左側壁部材を
外しておき、ケース本体の右側壁に固定された支軸に鎌体を回動可能に取り付け、その後
、ケース本体に左側壁部材を固定して組み立てる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－６１２８２号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記した従来の引戸用鎌錠は、組み立てに手間がかかり、部品点数も多く、安価に製造
できないという問題点があった。本願発明は、上記問題点に鑑み案出したものであって、
構造が簡単で部品点数が少なく、組み立てが容易で、安価に製造できる引戸用鎌錠を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本願請求項１記載の引戸用鎌錠は、上記目的を達成するため、後部が開放されたケース
本体と、ケース本体の前壁に形成された前開口と、ケース本体内に回動軸により回動可能
に設けられ、鎌部が前壁の前開口を介して非係止位置と係止位置に移動可能な鎌体と、ケ
ース本体内に設けられ、前記鎌体の鎌部を非係止位置と係止位置で位置決めする弾性部材
と、前記鎌体に設けられ、ケース本体の開放された後部から突出し、前記鎌部を弾性部材
の弾性に抗して非係止位置から係止位置及び係止位置から非係止位置に移動させる操作片
とからなり、ケース本体の右及び左側壁側には、前記鎌体の回動軸の両側を回動可能に軸
受けする軸受け部が形成され、前記鎌体は、ケース本体の後部から差し込んで、ケース本
体の前記軸受け部に回動軸の両側を取り付けてケース本体に設けられていることを特徴と
する。
【０００６】
　本願請求項２記載の引戸用鎌錠は、上記目的を達成するため、前記鎌体には、前記回動
軸を挿通する挿通孔が形成され、前記軸受け部は、ケース本体の右及び左側壁側に形成さ
れた軸受け孔であって、前記鎌体は、ケース本体の後部から差し込んで、ケース本体の前
記軸受け孔と鎌体の挿通孔に回動軸を挿通してケース本体に設けられていることを特徴と
する。
【０００７】
　本願請求項３記載の引戸用鎌錠は、上記目的を達成するため、前記軸受け部は、ケース
本体の右及び左側壁側に形成された軸受け凹部であって、前記鎌体は、ケース本体の後部
から差し込んで、ケース本体の前記軸受け凹部に回動軸の両側を挿設してケース本体に設
けられていることを特徴とする。
【０００８】
　本願請求項４記載の引戸用鎌錠は、上記目的を達成するため、前記ケース本体は、合成
樹脂により一体成形されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本願発明に係る引戸用鎌錠は、後部が開放されたケース本体と、ケース本体の前壁に形
成された前開口と、ケース本体内に回動軸により回動可能に設けられ、鎌部が前壁の前開
口を介して非係止位置と係止位置に移動可能な鎌体と、ケース本体内に設けられ、前記鎌
体の鎌部を非係止位置と係止位置で位置決めする弾性部材と、前記鎌体に設けられ、ケー
ス本体の開放された後部から突出し、前記鎌部を弾性部材の弾性に抗して非係止位置から
係止位置及び係止位置から非係止位置に移動させる操作片とからなる。ケース本体の右及
び左側壁側には、前記鎌体の回動軸の両側を回動可能に軸受けする軸受け部が形成されて
いる。前記鎌体は、ケース本体の後部から差し込んで、ケース本体の前記軸受け部に回動
軸の両側を取り付けてケース本体に設けられている。
【００１０】
　本願発明に係る引戸用鎌錠は、鎌体をケース本体の開放された後部から差し込み、ケー
ス本体の軸受け部に回動軸の両側を取り付けるだけでケース本体に鎌体を簡単に取り付け
ることができるという効果がある。本願発明に係る引戸用鎌錠は、鎌体がケース本体内に
回動軸により回動可能に設けられると、操作片がケース本体の開放された後部から突出す
る。鎌体は、弾性部材によって、鎌部が非係止位置と係止位置で位置決めされる。操作片
を操作することにより、鎌体の鎌部を弾性部材の弾性に抗して非係止位置から係止位置及
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び係止位置から非係止位置に移動させることができる。このように、本願発明に係る引戸
用鎌錠は、構造が簡単で、部品点数が少なく、簡単に組み立てることができ、安価に製造
することができるという効果がある。
【００１１】
　本願発明に係る引戸用鎌錠は、前記鎌体に、前記回動軸を挿通する挿通孔が形成されて
いる。また、前記軸受け部は、ケース本体の右及び左側壁側に形成された軸受け孔である
。前記鎌体は、ケース本体の後部から差し込んで、ケース本体の前記軸受け孔と鎌体の挿
通孔に回動軸を挿通してケース本体に設けられている。
【００１２】
　本願発明に係る引戸用鎌錠は、上記効果に加え、鎌体をケース本体の開放された後部か
ら差し込み、ケース本体の前記軸受け孔と鎌体の挿通孔に回動軸を挿通してケース本体に
鎌体を簡単に取り付けることができるという効果がある。
【００１３】
　本願発明に係る引戸用鎌錠は、前記軸受け部が、ケース本体の右及び左側壁側に形成さ
れた軸受け凹部である。前記鎌体は、ケース本体の後部から差し込んで、ケース本体の前
記軸受け凹部に回動軸の両側を挿設してケース本体に設けられている。
【００１４】
　本願発明に係る引戸用鎌錠は、上記効果に加え、鎌体をケース本体の開放された後部か
ら差し込むと、鎌体に設けられた回動軸の両側がケース本体の右及び左側壁側に形成され
た軸受け凹部に回動可能に軸受けされる。このように鎌体をケース本体の後部から差し込
むだけで、鎌体をケース本体に簡単に取り付けることができるという効果がある。
【００１５】
　本願発明に係る引戸用鎌錠は、前記ケース本体が、合成樹脂により一体成形されている
ので、強度を十分備えており、部品点数が少なくなるため、安価で組み立て易いという効
果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本願発明に係る引戸用鎌錠の一つの形態を示す全体斜視図である。
【図２】図１の引戸用鎌錠の一方からみた分解斜視図である。
【図３】図１の引戸用鎌錠の他方からみた分解斜視図である。
【図４】図１の引戸用鎌錠の動きを説明する説明図であって、（ａ）が鎌部がケース本体
内に位置する側面図、（ｂ）が鎌部が前壁の前開口から突出する側面図である。
【図５】図１の引戸用鎌錠が引戸に取り付けられ、鎌部がケース本体内に位置する状態の
側面図である。
【図６】図１の引戸用鎌錠が引戸に取り付けられ、鎌部が前壁の前開口から突出した状態
の側面図である。
【図７】本願発明に係る引戸用鎌錠の他の形態を示す全体斜視図である。
【図８】図７の引戸用鎌錠の一方からみた分解斜視図である。
【図９】図７の引戸用鎌錠の他方からみた分解斜視図である。
【図１０】図７の引戸用鎌錠の説明図であって、（ａ）が前面図、（ｂ）が後面図、（ｃ
）が後壁部材を外した後面図、（ｄ）がＸ－Ｘ断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本願発明に係る引戸用鎌錠の概要について説明する。図２，８に示すように、引戸用鎌
錠１，２１は、後部２ａ，２２ａが開放されたケース本体２，２２と、ケース本体２，２
２の前壁３，２３に形成された前開口１５，２３ｃと、ケース本体２，２２内に回動軸６
６，６７により回動可能に設けられ、鎌部４０が前壁３，２３の前開口１５，２３ｃを介
して非係止位置と係止位置に移動可能な鎌体３０と、ケース本体２，２２内に設けられ、
前記鎌体３０の鎌部４０を非係止位置と係止位置で位置決めする弾性部材７０と、前記鎌
体３０に設けられ、ケース本体２，２２の開放された後部２ａ，２２ａから突出し、前記
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鎌部４０を弾性部材７０の弾性に抗して非係止位置から係止位置及び係止位置から非係止
位置に移動させる操作片６１とからなる。ケース本体２，２２の右及び左側壁側５，２５
、６，２６には、前記鎌体３０の回動軸６６，６７の両側を回動可能に軸受けする軸受け
部５ａ，６ａ、２５ａ，２６ａが形成されている。前記鎌体３０は、ケース本体２，２２
の後部２ａ，２２ａから差し込んで、ケース本体２，２２の前記軸受け部５ａ，６ａ、２
５ａ，２６ａに回動軸６６，６７の両側を取り付けてケース本体２，２２に設けられてい
る。
【００１８】
　引戸用鎌錠１，２１は、鎌体３０をケース本体２，２２の開放された後部２ａ，２２ａ
から差し込み、ケース本体２，２２の軸受け部５ａ，６ａ、２５ａ，２６ａに回動軸６６
，６７の両側を取り付けるだけでケース本体２，２２に鎌体３０を簡単に取り付けること
ができる。引戸用鎌錠１，２１は、鎌体３０がケース本体２，２２内に回動軸６６，６７
により回動可能に設けられると、操作片６１がケース本体２，２２の開放された後部２ａ
，２２ａから突出する。鎌体３０は、弾性部材７０によって、鎌部４０が非係止位置と係
止位置で位置決めされる。操作片６１を操作することにより、鎌体３０の鎌部４０を弾性
部材７０の弾性に抗して非係止位置から係止位置及び係止位置から非係止位置に移動させ
ることができる。このように、引戸用鎌錠１，２１は、構造が簡単で、部品点数が少なく
、簡単に組み立てることができ、安価に製造することができる。
【００１９】
　引戸用鎌錠１は、図１乃至３に示すように、前記鎌体３０に、前記回動軸６６を挿通す
る挿通孔６０が形成されている。また、前記軸受け部は、ケース本体２の右及び左側壁５
，６側に形成された軸受け孔５ａ，６ａである。前記鎌体３０は、ケース本体２の後部２
ａから差し込んで、ケース本体２の前記軸受け孔５ａ，６ａと鎌体３０の挿通孔６０に回
動軸６６を挿通してケース本体２に設けられている。
【００２０】
　引戸用鎌錠１は、鎌体３０をケース本体２の開放された後部２ａから差し込み、ケース
本体２の前記軸受け孔５ａ，６ａと鎌体３０の挿通孔６０に回動軸６６を挿通してケース
本体２に鎌体３０を簡単に取り付けることができる。
【００２１】
　引戸用鎌錠２１は、図７乃至９に示すように、前記軸受け部が、ケース本体２２の右及
び左側壁２５，２６側に形成された軸受け凹部２５ａ，２６ａであっても良い。前記鎌体
３０は、ケース本体２２の後部２２ａから差し込んで、ケース本体２２の前記軸受け凹部
２５ａ，２６ａに回動軸６７の両側を挿設してケース本体２２に設けられている。
【００２２】
　引戸用鎌錠２１は、鎌体３０をケース本体２２の開放された後部２２ａから差し込むと
、鎌体３０に設けられた回動軸６７の両側がケース本体２２の右及び左側壁２５，２６側
に形成された軸受け凹部２５ａ，２６ａに回動可能に軸受けされる。このように鎌体３０
をケース本体２２の後部２２ａから差し込むだけで、鎌体３０をケース本体２２に簡単に
取り付けることができる。なお、回動軸６７は、バネを内蔵し、バネによって軸方向外側
に付勢された伸縮軸であっても良い。このように回動軸６７は、伸縮可能な構成にすると
、鎌体３０をケース本体２２の後部２２ａから差し込む際、バネの弾性に抗して縮めて右
側壁２５と左側壁２６間に押し込むことができ、軸受け凹部２５ａ，２６ａの位置でバネ
の弾性により伸びて両側が軸受け凹部２５ａ，２６ａに係合して軸受けされる。
【００２３】
　なお、引戸用鎌錠１，２１は、前記ケース本体２，２２が合成樹脂により一体成形され
ているので、強度を十分備えており、部品点数が少なくなるため、安価で組み立て易い。
【００２４】
　さらに、本願発明に係る引戸用鎌錠の概要について説明する。引戸用鎌錠１は、図１乃
至３に示すように、後部２ａが開放されたケース本体２と、ケース本体２の前壁３に形成
された前開口１５と、ケース本体２内に回動軸６６により回動可能に設けられ、鎌部４０
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が前壁３の前開口１５を介して非係止位置と係止位置に移動可能な鎌体３０と、ケース本
体２内に設けられ、前記鎌体３０の鎌部４０を非係止位置と係止位置で位置決めする弾性
部材７０と、前記鎌体３０に設けられ、ケース本体２の開放された後部２ａから突出し、
前記鎌部４０を弾性部材７０の弾性に抗して非係止位置から係止位置及び係止位置から非
係止位置に移動させる操作片６１とからなる。
【００２５】
　鎌体３０には、回動軸６６を挿通する挿通孔６０が形成されている。ケース本体２の右
及び左側壁５，６側には、鎌体３０の挿通孔６０に挿通された回動軸６６の両側を回動可
能に軸受けする軸受け孔５ａ，６ａが形成されている。鎌体３０は、ケース本体２の後部
２ａから差し込んでから、ケース本体２の前記軸受け孔５ａ，６ａと鎌体３０の挿通孔６
０に回動軸６６を挿通してケース本体２に取り付けられている。
【００２６】
　引戸用鎌錠１は、鎌体３０とケース本体２との間に弾性部材７０を設けるようにして、
鎌体３０をケース本体２の開放された後部２ａから差し込み、ケース本体２の前記軸受け
孔５ａ，６ａと鎌体３０の挿通孔６０に回動軸６６を挿通してケース本体２に鎌体３０を
簡単に取り付けることができる。引戸用鎌錠１は、鎌体３０がケース本体２内に回動軸６
６により回動可能に設けられると、操作片６１がケース本体２の開放された後部２ａから
突出する。鎌体３０は、弾性部材７０によって、鎌部４０が非係止位置と係止位置で位置
決めされる。操作片６１を操作することにより、鎌体３０の鎌部４０を弾性部材７０の弾
性に抗して非係止位置から係止位置及び係止位置から非係止位置に移動させることができ
る。このように、引戸用鎌錠１は、構造が簡単で、部品点数が少なく、簡単に組み立てる
ことができ、安価に製造することができる。
【００２７】
　引戸用鎌錠１は、前記ケース本体２の後部２ａに、後部２ａ開放を塞ぐ後壁部材８０が
着脱可能に取り付けられている。後壁部材８０には、鎌体３０の操作片６１を突出させる
後開口８９が形成されている。引戸用鎌錠１は、開放されたケース本体２の後部２ａが後
壁部材８０によって塞がれるので、ケース本体２内に塵・埃が入り込むのを防ぐことがで
きる。
【００２８】
　引戸用鎌錠１は、前記ケース本体２の右又は左側壁５，６側に、鎌体３０に一端７３が
係止された弾性部材７０の他端７２を係止する係止凹部５ｂ，６ｂを形成しても良い。引
戸用鎌錠１は、この係止凹部５ｂ，６ｂを形成することにより、後壁部材８０のケース本
体２への取付時に、後壁部材８０が前記係止凹部５ｂ，６ｂを塞ぎ、係止凹部５ｂ，６ｂ
から弾性部材７０の他端７２が外れるのを阻止することができ、さらに、弾性部材７０の
他端７２の着脱を容易にすることができる。
【００２９】
　引戸用鎌錠１は、後壁部材８０に、ケース本体２への取付時に、前記係止凹部５ｂ，６
ｂを塞ぎ、係止凹部５ｂ，６ｂから弾性部材７０の他端７２が外れるのを阻止する阻止凸
部８７，８８を設けても良い。引戸用鎌錠１は、この阻止凸部８７，８８を設けることに
より、係止凹部５ｂ，６ｂを深く形成でき、弾性部材７０の他端７２の位置を後壁部材８
０側よりも前壁３側に設定することができる。
【００３０】
　引戸用鎌錠２１は、図７乃至９に示すように、後部２２ａが開放されたケース本体２２
と、ケース本体２２の後部２２ａに着脱可能に取り付けられ、後部２２ａ開放を塞ぐ後壁
部材９１と、ケース本体２２の前壁２３及び後壁部材９１に形成された前開口２３ｃ及び
後開口９１ｃと、ケース本体２２内に回動軸６７により回動可能に設けられ、鎌部４０が
前壁２３の前開口２３ｃを介して非係止位置と係止位置に移動可能な鎌体３０と、ケース
本体２２内に設けられ、前記鎌体３０の鎌部４０を非係止位置と係止位置で位置決めする
弾性部材７０と、前記鎌体３０に設けられ、後壁部材９１の後開口９１ｃから突出し、前
記鎌部４０を弾性部材７０の弾性に抗して非係止位置から係止位置及び係止位置から非係
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止位置に移動させる操作片６１とからなる。
【００３１】
　ケース本体２２の右及び左側壁２５，２６側には、ケース本体２２の後部２２ａから差
し込んだ鎌体３０の回動軸６７の両側を回動可能に軸受けする軸受け凹部２５ａ，２６ａ
が形成されている。後壁部材９１は、ケース本体２２への取付時に、前記右及び左側壁２
５，２６側の軸受け凹部２５ａ，２６ａを塞ぎ、軸受け凹部２５ａ，２６ａからの回動軸
６７の離脱を防止する。
【００３２】
　引戸用鎌錠２１は、鎌体３０とケース本体２２との間に弾性部材７０を設けるようにし
て、鎌体３０をケース本体２２の開放された後部２２ａから差し込むと、鎌体３０に設け
られた回動軸６７の両側がケース本体２２の右及び左側壁２５，２６側に形成され軸受け
凹部２５ａ，２６ａに回動可能に軸受けされる。このように鎌体３０をケース本体２２の
後部２２ａから差し込むだけで、鎌体３０をケース本体２２に簡単に取り付けることがで
きる。また、ケース本体２２の開放された後部２２ａに後壁部材９１を取り付けて塞ぐと
、後壁部材９１が前記右及び左側壁２５，２６側の軸受け凹部２５ａ，２６ａを塞ぎ、軸
受け凹部２５ａ，２６ａからの回動軸６７の離脱を防止することができる。
【００３３】
　引戸用鎌錠２１は、鎌体３０がケース本体２２内に回動軸６７により回動可能に設けら
れると、操作片６１が後壁部材９１の後開口９１ｃから突出する。鎌体３０は、弾性部材
７０によって、鎌部４０が非係止位置と係止位置で位置決めされる。操作片６１を操作す
ることにより、鎌体３０の鎌部４０を弾性部材７０の弾性に抗して非係止位置から係止位
置及び係止位置から非係止位置に移動させることができる。このように、引戸用鎌錠２１
は、構造が簡単で、部品点数が少なく、簡単に組み立てることができ、安価に製造するこ
とができる。
【００３４】
　引戸用鎌錠２１は、後壁部材９１に、ケース本体２２への取付時に、前記右及び左側壁
２５，２６側の軸受け凹部２５ａ，２６ａを塞ぎ、軸受け凹部２５ａ，２６ａからの回動
軸６７の離脱を防止する一対の防止凸部９５，９６を設けても良い。引戸用鎌錠２１は、
この一対の防止突起９５，９６を設けることにより、軸受け凹部２５ａ，２６ａを深く形
成でき、鎌体３０の回動軸６７の位置を後壁部材９１側よりも前壁２３側に設定すること
ができる。
【００３５】
　引戸用鎌錠２１は、前記ケース本体２２の右又は左側壁２５，２６側に、鎌体３０に一
端７３が係止された弾性部材７０の他端７２を係止する係止凹部２５ｃ，２６ｃを形成し
ても良い。引戸用鎌錠２１は、この係止凹部２５ｃ，２６ｃを形成することにより、後壁
部材９１のケース本体２２への取付時に、後壁部材９１が前記係止凹部２５ｃ，２６ｃを
塞ぎ、係止凹部２５ｃ，２６ｃから弾性部材７０の他端７２が外れるのを阻止することが
でき、さらに、弾性部材７０の他端７２の着脱を容易にすることができる。
【００３６】
　引戸用鎌錠２１は、後壁部材９１に、ケース本体２２への取付時に、前記係止凹部２５
ｃ，２６ｃを塞ぎ、係止凹部２５ｃ，２６ｃから弾性部材７０の他端７２が外れるのを阻
止する阻止凸部９７，９８を設けても良い。引戸用鎌錠２１は、この阻止凸部９７，９８
を設けることにより、係止凹部２５ｃ，２６ｃを深く形成でき、弾性部材７０の他端７２
の位置を後壁部材９１側よりも前壁２３側に設定することができる。
【００３７】
　さらに、引戸用鎌錠について詳細に説明する。図１乃至３に示すように、引戸用鎌錠１
は、後部２ａが開放されたケース本体２と、ケース本体２の開放された後部２ａを塞ぐ後
壁部材８０と、ケース本体２内に回動可能に取り付けられる鎌体３０を有する。
【００３８】
　鎌体３０は、三層構成となっており、中央に配置された鎌板バンパー３１と、鎌板バン
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パー３１の左側に配置された左鎌板４１と、鎌板バンパー３１の右側に配置された右鎌板
５１とからなる。鎌板バンパー３１は、ナイロン等の合成樹脂素材により一体成形され、
バンパー本体３３と、バンパー本体３３の後部に形成された軸受け孔３５と、バンパー本
体３３の先部が下方に折曲されて構成された掛止部３６と、バンパ－本体３３の先端に略
直角に設けられた所定幅のガード板３７とからなる。バンパー本体３３の軸受け孔３５近
傍には、バネ連結孔３４が設けられている。又、バンパー本体３３の先部側には、接続孔
３８，３９が形成されている。
【００３９】
　左鎌板４１は、金属板で形成され、バンパー本体３３と一部を除き、略同形状に形成さ
れ、後部に形成された軸受け孔４５と、先部が下方に折曲されて構成された掛止部４６と
からなる。左鎌板４１の軸受け孔４５近傍には、バネ挿通孔４４が設けられている。又、
左鎌板４１の先部側には、接続孔４８，４９が形成されている。接続孔４８，４９は、鎌
板バンパー３１の接続孔３８，３９より小径に形成されている。
【００４０】
　右鎌板５１は、左鎌板４１と同様に金属板で形成され、左鎌板４１と略同形状に形成さ
れ、後部に形成された軸受け孔５５と、先部が下方に折曲されて構成された掛止部５６と
からなる。右鎌板５１の軸受け孔５５近傍には、バネ挿通孔５４が設けられている。又、
右鎌板５１の先部側には、接続孔５８，５９が形成されている。接続孔５８，５９は、鎌
板バンパー３１の接続孔３８，３９より小径に形成されている。右鎌板５１の後部上縁に
は、操作片６１が一体で形成されている。操作片６１は、折曲部６２により右鎌板５１に
設けられている。操作片６１には、指掛け孔６３が形成されている。
【００４１】
　鎌体３０は、両側が小径の連結ピン６５，６５を鎌板バンパー３１の接続孔３８，３９
に差し込み、連結ピン６５，６５の両端に左鎌板４１の接続孔４８，４９と右鎌板５１の
接続孔５８，５９を圧入することにより、鎌板バンパー３１と左鎌板４１と右鎌板５１が
重ねられて連結固定されて構成される。なお、連結ピン６５，６５から左鎌板４１と右鎌
板５１が外れないように、連結ピン６５，６５の両端をかしめる等の変形をさせておくこ
とが望ましい。図４に示すように、鎌板バンパー３１のガード板３７が左鎌板４１と右鎌
板５１の先端を覆い保護する。又、鎌板バンパー３１の先部側下部３２が左鎌板４１と右
鎌板５１の先部側下部４２，５２より突出し、左鎌板４１と右鎌板５１の先部側下部４２
，５２を保護する。
【００４２】
　鎌体３０は、鎌板バンパー３１と左鎌板４１と右鎌板５１の軸受け孔３５，４５，５５
に回動軸６６が差し込まれ、回動軸６６を中心として先部が上下方向に回動する。鎌体３
０は、鎌板バンパー３１と左鎌板４１と右鎌板５１の軸受け孔３５，４５，５５が重ねら
れて、鎌体３０の挿通孔６０を構成する。また、鎌体３０は、鎌板バンパー３１の掛止部
３６、左鎌板４１の掛止部４６、右鎌板５１の掛止部５６が重ね合わされて鎌体３０の鎌
部４０を構成する。この鎌部４０が、後述するように取付枠Ｂの受け具Ｃに係合する（図
５参照）。
【００４３】
　ケース本体２は、合成樹脂により一体成形で形成され、前壁３と、右側壁５と、左側壁
６と、湾曲した上壁７と、湾曲した下壁９とからなる。前壁３は、上壁７から上方に突出
して上部開口１１が形成され、また下壁９から下方に突出して下部開口１２が形成されて
いる。前壁３の略中央には、矩形状の前開口１５が形成されている。
【００４４】
　ケース本体２の後部２ａ側下部には、前記鎌体３０の回動軸６６の両側を軸受けする軸
受け孔５ａ，６ａが形成されている。軸受け孔５ａは右側壁５に形成され、軸受け孔６ａ
は左側壁６に形成されている。前記鎌体３０は、ケース本体２の後部２ａから差し込んで
、回動軸６６を、左側壁６の軸受け孔６ａ、鎌体３０の挿通孔６０、右側壁５の軸受け孔
５ａに挿入することにより、ケース本体２内に取り付けられる。
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【００４５】
　ケース本体２内の鎌体３０と左側壁６の間に線状バネ部材７０が配置される（図１０（
ｃ）参照）。線状バネ部材７０は、巻回部７１と、一方の端部に設けられた折曲部７３と
、他方の端部に設けられた折曲部７２とからなる。ケース本体２の後部２ａ側上部には、
線状バネ部材７０の他方の折曲部７２側を軸受けする係止凹部５ｂ，６ｂが形成されてい
る。係止凹部５ｂ，６ｂは、右側壁５及び左側壁６の内側面側に設けられている。係止凹
部５ｂ，６ｂは、略コ字状に形成され、開放部５ｃ，６ｃがケース本体２の開放された後
部２ａ側に設けられている。
【００４６】
　線状バネ部材７０は、図４に示すように、一方の折曲部７３を鎌体３０のバネ挿通孔４
４を挿通して鎌板バンパー３１のバネ連結孔３４に連結し、他方の折曲部７２をケース本
体２の後部２ａから係止凹部５ｂ，６ｂに差し込んで係止させ、他方の折曲部７２を係止
凹部５ｂ，６ｂに取り付けることにより、ケース本体２内に取り付けられる。このように
、鎌体３０及び線状バネ部材７０は、ケース本体２の開放された後部２ａから簡単に取り
付けることができる。
【００４７】
　後壁部材８０は、図２，３に示すように、合成樹脂により一体成形で形成され、内面（
ケース本体側の面）８０ａ両側に一対の係止爪８２，８３が設けられている。ケース本体
２を構成する右側壁５及び左側壁６の後部２ａ側には、一対の係止孔５ｄ，６ｄが設けら
れている。後壁部材８０は、一対の係止爪８２，８３を、ケース本体２の係止孔５ｄ，６
ｄに着脱可能に係止させることにより、ケース本体２の開放された後部２ａを塞ぐように
してケース本体２に取り付けられる。後壁部材８０は、下部略中央に後開口８９が形成さ
れており、ケース本体２に取り付けられると、前記鎌体３０の操作片６１が後開口８９か
ら突出する。後壁部材８０の外面８０ｂには、ケース本体２から後壁部材８０を離脱し易
くするため、略Ｕ字状の摘み９０が形成されている。
【００４８】
　後壁部材８０の内面８０ａには、ケース本体２への取付時に、前記右側壁５の係止凹部
５ｂを塞ぎ、係止凹部５ｂから線状バネ部材７０の他方の折曲部７２が外れるのを阻止す
る右阻止凸部８７と、前記左側壁６の係止凹部６ｂを塞ぎ、係止凹部６ｂから線状バネ部
材７０の他方の折曲部７２が外れるのを阻止する左阻止凸部８８が設けられている。
【００４９】
　上記した引戸用鎌錠１は、次のようにして組み立てることができる。鎌体３０をケース
本体２の後部２ａ側から差し込む。回動軸６６を、左側壁６の軸受け孔６ａ、鎌体３０の
挿通孔６０、右側壁５の軸受け孔５ａに挿入して、鎌体３０をケース本体２内に回動可能
に取り付ける。鎌体３０の左鎌板４１側面に線状バネ部材７０を配置する。線状バネ部材
７０の一方の折曲部７３を鎌体３０のバネ挿通孔４４を挿通して鎌板バンパー３１のバネ
連結孔３４に連結する。線状バネ部材７０の他方の折曲部７２をケース本体２の係止凹部
５ｂ，６ｂに差し込む。後壁部材８０の一対の係止爪８２，８３をケース本体２の一対の
係止孔５ｄ，６ｄに着脱可能に係止させて後壁部材８０をケース本体２に取り付ける。後
壁部材８０は、ケース本体２に押し付けるだけのワンタッチ作業で簡単に取り付けること
ができる。このように、引戸用鎌錠１は、簡単に組み立てることができる。
【００５０】
　引戸用鎌錠１は、図５に示すように、引戸Ａに取り付けられる。前壁３の上部開口１１
及び下部開口１２に皿ネジＥ等を挿通して引戸Ａに取り付ける。なお、この取り付けの際
して、補強プレート１００を利用しても良い。図２，３に示すように、補強プレート１０
０は、金属板によって前壁３と略同形状に形成され、前壁３の前開口１５と同じ位置に補
強開口１０５が形成されている。
【００５１】
　また、補強プレート１００は、内面１０１上部に前壁３の上部開口１１に嵌合する上部
嵌合突起１１１が形成され、また内面１０１下部に前壁３の下部開口１２に嵌合する下部
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嵌合突起１１２が形成されている。上部嵌合突起１１１及び下部嵌合突起１１２は、ネジ
挿通孔１１３，１１４が形成され、外面１０２側にネジ挿通孔１１３，１１４と連続する
テーパー面１１５，１１６が設けられている。
【００５２】
　図１に示すように、補強プレート１００は、上部嵌合突起１１１を前壁３の上部開口１
１に嵌合し、下部嵌合突起１１２を前壁３の下部開口１２に嵌合すると前壁３の前面に取
り付けられる。図５に示すように、引戸用鎌錠１は、補強プレート１００のネジ挿通孔１
１３，１１４に皿ネジＥ等を挿通して引戸Ａに取り付けることができる。皿ネジＥの頭部
は、テーパー面１１５，１１６内に納められ、補強プレート１００の外面１０２から突出
しない。前壁３は、合成樹脂素材によって形成されているので、この補強プレート１００
がネジ止めの際の補強になる。また、補強プレート１００は、化粧板としても利用するこ
とができる。
【００５３】
　引戸用鎌錠１は、上記したように引戸Ａに取り付けられ、引戸Ａを開放している時には
、線状バネ部材７０の弾性により、鎌体３０がケース本体２内に収納されており、鎌体３
０の鎌部４０が非係止位置で位置決めされている。図６に示すように、引戸Ａを閉塞し、
鎌体３０の操作片６１を線状バネ部材７０の弾性に抗して押し上げる。鎌部４０は、回動
軸６６を中心として下方に下がり、前壁３の前開口１５及び補強プレート１００の補強開
口１０５から突出し、取付枠Ｂに設けられた受け具Ｃの係止孔Ｄの下縁に係止可能となる
。引戸用鎌錠１は、線状バネ部材７０の弾性により、鎌体３０の鎌部４０がこの係止位置
で位置決めされる。
【００５４】
　鎌体３０は、鎌板バンパー３１の先部側下部３２が左鎌板４１の先部側下部４２及び右
鎌板５１の先部側下部５２より突出しているので、鎌板バンパー３１の先部側下部３２の
みが前開口１５、補強開口１０５及び係止孔Ｄの下縁に接触する。鎌板バンパー３１は、
合成樹脂によって形成されているので、鎌体３０のみならず、前壁３の前開口１５、補強
プレート１００の補強開口１０５及び受け具Ｃの係止孔Ｄを保護する。引戸Ａは、鎌体３
０の鎌部４０が取付枠Ｂの受け具Ｃの係止孔Ｄを係止しているので、開放することができ
ない。
【００５５】
　引戸Ａを開放できるようにするには、引戸用鎌錠１は、図５に示すように、鎌体３０の
操作片６１を線状バネ部材７０の弾性に抗して押し下げる。鎌部４０は、回動軸６６を中
心として上方に上がり、取付枠Ｂに設けられた受け具Ｃの係止孔Ｄの下縁から外れて非係
止状態となり、前壁３の前開口１５及び補強プレート１００の補強開口１０５を介してケ
ース本体２内に収納される。引戸用鎌錠１は、線状バネ部材７０の弾性により、鎌体３０
の鎌部４０がこの非係止位置で位置決めされる。
【００５６】
　さらに、引戸用鎌錠の他の実施例について、図７乃至１０に基づいて説明する。上記し
た引戸用鎌錠１は、鎌体３０をケース本体２の開放された後部２ａから差し込み、ケース
本体２の軸受け孔５ａ，６ａと鎌体３０の挿通孔６０に回動軸６６を挿通してケース本体
２に鎌体３０を簡単に取り付けた。引戸用鎌錠２１は、鎌体３０をケース本体２２の開放
された後部２２ａ側から差し込んで、回動軸６７の両端を軸受け凹部２５ａ，２６ａに取
り付けるようにした。引戸用鎌錠２１は、後部２２ａが開放されたケース本体２２と、ケ
ース本体２２の開放された後部２２ａを塞ぐ後壁部材９１と、ケース本体２２内に回動可
能に取り付けられる前記鎌体３０を有する。
【００５７】
　鎌体３０は、前述した通りなので説明を省略するが、挿通孔６０に回動軸６７が挿入さ
れて取り付けられている。回動軸６７は、前記回動軸６６より短い。ケース本体２２は、
ケース本体２と同様に、合成樹脂により一体成形で形成され、前壁２３と、右側壁２５と
、左側壁２６と、湾曲した上壁２７と、湾曲した下壁２９とからなる。前壁２３は、上壁
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２７から上方に突出して上部開口２３ａが形成され、また下壁２９から下方に突出して下
部開口２３ｂが形成されている。前壁２３の略中央には、矩形状の前開口２３ｃが形成さ
れている。
【００５８】
　ケース本体２２の後部２２ａ側下部には、前記鎌体３０の回動軸６７の両側を軸受けす
る軸受け凹部２５ａ，２６ａが形成されている。軸受け凹部２５ａ，２６ａは、右側壁２
５及び左側壁２６の内側面側に設けられている。軸受け凹部２５ａ，２６ａは、略Ｕ字状
に形成され、開放部２５ｂ，２６ｂがケース本体２２の開放された後部２２ａ側に設けら
れている。前記鎌体３０は、回動軸６７を後部２２ａ側から差し込んで、回動軸６７の両
端を軸受け凹部２５ａ，２６ａに取り付けることにより、ケース本体２２内に取り付けら
れる。
【００５９】
　ケース本体２２の後部２２ａ側上部には、線状バネ部材７０の他端７２側を軸受けする
係止凹部２５ｃ，２６ｃが形成されている。係止凹部２５ｃ，２６ｃは、右側壁２５及び
左側壁２６の内側面側に設けられている。係止凹部２５ｃ，２６ｃは、略コ字状に形成さ
れ、開放部２５ｄ，２６ｄがケース本体２２の開放された後部２２ａ側に設けられている
。
【００６０】
　線状バネ部材７０は、一方の折曲部７３を鎌体３０のバネ挿通孔４４を挿通して鎌板バ
ンパー３１のバネ連結孔３４に連結し、他方の折曲部７２をケース本体２２の後部２２ａ
から係止凹部２５ｃ，２６ｃに差し込んで、他方の折曲部７２を係止凹部２５ｃ，２６ｃ
に取り付けることにより、ケース本体２２内に取り付けられる。このように、鎌体３０及
び線状バネ部材７０は、ケース本体２２の開放された後部２２ａから簡単に取り付けるこ
とができる。
【００６１】
　後壁部材９１は、後壁部材８０と同様に合成樹脂により一体成形で形成され、内面（ケ
ース本体側の面）９１ａ両側に一対の係止爪９２，９３が設けられている。ケース本体２
２を構成する右側壁２５及び左側壁２６の後部２２ａ側には、一対の係止孔２５ｅ，２６
ｅが設けられている。後壁部材９１は、一対の係止爪９２，９３を、ケース本体２２の係
止孔２５ｅ，２６ｅに着脱可能に係止させることにより、ケース本体２２の開放された後
部２２ａを塞ぐようにしてケース本体２２に取り付けられる。後壁部材９１は、下部略中
央に後開口９１ｃが形成されており、ケース本体２２に取り付けられると、前記鎌体３０
の操作片６１が後開口９１ｃから突出する。
【００６２】
　後壁部材９１の内面９１ａには、ケース本体２２への取付時に、前記右側壁２５の軸受
け凹部２５ａを塞ぎ、軸受け凹部２５ａから鎌体３０の回動軸６７の離脱を防止する右防
止凸部９５と、前記左側壁２６の軸受け凹部２６ａを塞ぎ、軸受け凹部２６ａから回動軸
６７の離脱を防止する左防止凸部９６が設けられている。また、後壁部材９１の内面９１
ａには、ケース本体２２への取付時に、前記右側壁２５の係止凹部２５ｃを塞ぎ、係止凹
部２５ｃから線状バネ部材７０の他方の折曲部７２が外れるのを阻止する右阻止凸部９７
と、前記左側壁２６の係止凹部２６ｃを塞ぎ、係止凹部２６ｃから線状バネ部材７０の他
方の折曲部７２が外れるのを阻止する左阻止凸部９８が設けられている。
【００６３】
　上記した引戸用鎌錠２１は、次のようにして組み立てることができる。鎌体３０をケー
ス本体２２の後部２２ａ側から差し込んで、回動軸６７の両端を軸受け凹部２５ａ，２６
ａに取り付ける。鎌体３０の左鎌板４１側面に線状バネ部材７０を配置する。線状バネ部
材７０の一方の折曲部７３を鎌体３０のバネ挿通孔４４を挿通して鎌板バンパー３１のバ
ネ連結孔３４に連結する。線状バネ部材７０の他方の折曲部７２をケース本体２２の係止
凹部２５ｃ，２６ｃに差し込む。後壁部材９１の一対の係止爪９２，９３をケース本体２
２の係止孔２５ｅ，２６ｅに着脱可能に係止させ、後壁部材９１をケース本体２２に取り
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付ける。後壁部材９１は、ケース本体２２に押し付けるだけのワンタッチ作業で簡単に取
り付けることができる。このように、引戸用鎌錠２１は、引戸用鎌錠１と同様に、簡単に
組み立てることができる。
【００６４】
　引戸用鎌錠１，２１のケース本体２，２２は、合成樹脂によって一体成形で形成されて
いるので、強度を十分備えており、部品点数が少ないため、安価で組み立て易い。なお、
引戸用鎌錠１，２１は、合成樹脂によって一体成形で形成されているが、アルミ等による
鋳造、金属板の折曲加工等により形成することができ、素材を変更することは当業者にと
って設計事項である。
【産業上の利用可能性】
【００６５】
　本願発明は、引戸に取り付けられ、引戸の開放を規制する引戸用鎌錠に利用可能である
。
【符号の説明】
【００６６】
　　Ａ　引戸
　　Ｂ　取付枠
　　Ｃ　受け具
　　Ｄ　係止孔
　　Ｅ　皿ネジ
　　１　引戸用鎌錠
　　２　ケース本体
　　２ａ　後部
　　３　前壁
　　５　右側壁
　　５ａ　軸受け孔
　　５ｂ　係止凹部
　　５ｃ　開放部
　　５ｄ　係止孔
　　６　左側壁
　　６ａ　軸受け孔
　　６ｂ　係止凹部
　　６ｃ　開放部
　　６ｄ　係止孔
　　７　上壁
　　９　下壁
　　１１　上部開口
　　１２　下部開口
　　１５　前開口
　　２１　引戸用鎌錠
　　２２　ケース本体
　　２２ａ　後部
　　２３　前壁
　　２３ａ　上部開口
　　２３ｂ　下部開口
　　２３ｃ　前開口
　　２５　右側壁
　　２５ａ　軸受け凹部
　　２５ｂ　開放部
　　２５ｃ　係止凹部
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　　２５ｄ　開放部
　　２５ｅ　係止孔
　　２６　左側壁
　　２６ａ　軸受け凹部
　　２６ｂ　開放部
　　２６ｃ　係止凹部
　　２６ｄ　開放部
　　２６ｅ　係止孔
　　２７　上壁
　　２９　下壁
　　３０　鎌体
　　３１　鎌板バンパー
　　３２　先部側下部
　　３３　バンパー本体
　　３４　バネ連結孔
　　３５　軸受け孔
　　３６　掛止部
　　３７　ガード板
　　３８　接続孔
　　３９　接続孔
　　４０　鎌部
　　４１　左鎌板
　　４２　先部側下部
　　４４　バネ挿通孔
　　４５　軸受け孔
　　４６　掛止部
　　４８　接続孔
　　４９　接続孔
　　５１　右鎌板
　　５２　先部側下部
　　５４　バネ挿通孔
　　５５　軸受け孔
　　５６　掛止部
　　５８　接続孔
　　５９　接続孔
　　６０　挿通孔
　　６１　操作片
　　６２　折曲部
　　６３　指掛け孔
　　６５　連結ピン
　　６６　回動軸
　　６７　回動軸
　　７０　線状バネ部材（弾性部材）
　　７１　巻回部
　　７２　折曲部（他端）
　　７３　折曲部（一端）
　　８０　後壁部材
　　８０ａ　内面
　　８０ｂ　外面
　　８２　係止爪
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　　８３　係止爪
　　８７　右阻止凸部
　　８８　左阻止凸部
　　８９　後開口
　　９０　摘み
　　９１　後壁部材
　　９１ａ　内面
　　９１ｃ　後開口
　　９２　係止爪
　　９３　係止爪
　　９５　右防止凸部
　　９６　左防止凸部
　　９７　右阻止凸部
　　９８　左阻止凸部
　　１００　補強プレート
　　１０１　内面
　　１０２　外面
　　１０５　補強開口
　　１１１　上部嵌合突起
　　１１２　下部嵌合突起
　　１１３　ネジ挿通孔
　　１１４　ネジ挿通孔
　　１１５　テーパー面
　　１１６　テーパー面

【図１】
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